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落
と
し
の
演
奏
会 
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雨
の
日
曜
日
、
三
月
二
十
四
日
、
綱
島
に
横
浜
市
港
北
市
民
文
化
セ
ン
タ
が
開
館
し
、
そ
の
杮
落
と
し
演

奏
会
を
聴
い
た
。
ミ
ズ
キ
ー
ホ
ー
ル
と
名
付
け
ら
れ
た
音
楽
ホ
ー
ル
は
定
員
四
百
名
、
そ
の
規
模
に
対
し
て

天
井
が
非
常
に
高
く
、
良
い
響
き
を
期
待
さ
せ
る
。 

演
奏
は
大
友
直
人
指
揮
の
ア
ー
ツ
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
二
十
人
編
成
の
弦
楽
合
奏
団
で
あ
る
。
舞
台
は

広
く
、
二
十
人
編
成
で
は
ま
だ
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
り
管
弦
楽
団
も
大
規
模
で
な
け
れ
ば
演
奏
で
き
そ
う
。 

杮
落
と
し
と
あ
っ
て
か
、
女
性
の
奏
者
は
全
員
が
独
奏
の
時
の
よ
う
な
華
や
か
な
ド
レ
ス
姿
。
着
飾
っ
た

女
性
司
会
者
が
登
場
し
て
曲
紹
介
、
指
揮
者
や
ソ
リ
ス
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
て
進
行
し
て
い
く
。

こ
れ
も
杮
落
と
し
な
ら
で
は
か
。 

最
初
の
曲
は
『
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
』
。
初
め
て
観
客
を
入
れ
た
ホ
ー
ル
に
Ｇ
の
和
音

が
響
い
て
ミ
ズ
キ
ー
ホ
ー
ル
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
大
友
の
指
揮
は
私
の
好
み
よ
り
や
や
速
め
、
し
か
し
、

こ
れ
が
現
代
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
の
で
あ
ろ
う
。 

二
曲
目
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
一
番
。
そ
の
昔
十
代
だ
っ
た
千
住
真
理
子
の
演
奏
を
聴

い
た
こ
と
が
あ
る
。
ソ
ロ
は
戸
澤
采
紀
、
十
五
歳
の
時
横
浜
で
行
わ
れ
た
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
を
完
全
制

覇
、
こ
こ
か
ら
一
気
に
世
界
へ
飛
躍
と
い
う
の
が
横
浜
と
の
縁
。
現
在
二
十
二
歳
。
戸
澤
の
音
色
は
切
れ
味

鋭
く
、
小
柄
な
全
身
を
使
い
、
骨
格
を
通
し
て
踵
で
舞
台
を
響
か
せ
る
、
と
い
う
あ
る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

言
葉
を
思
い
出
さ
せ
る
演
奏
。
指
揮
者
は
ソ
ロ
を
あ
ま
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ
ず
、
ソ
ロ
に
合
わ
せ
て
い
く
。

終
わ
っ
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
リ
ハ
で
の
空
の
時
と
満
員
の
観
客
が
入
っ
た
時
の
ホ
ー
ル
の
響
き
が
変
わ

ら
な
い
、
弾
き
や
す
い
ホ
ー
ル
と
語
る
。 

三
曲
目
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ
。
私
に
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
よ
り
も
溌
剌
と
し
た
演
奏

に
聞
こ
え
た
。
特
に
私
の
好
き
な
中
音
部
を
受
け
持
つ
ビ
オ
ラ
四
人
の
熱
演
に
は
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
指

揮
者
が
パ
ー
ト
ご
と
に
挨
拶
さ
せ
た
と
き
は
他
よ
り
強
く
拍
手
し
た
。 

客
席
の
設
計
も
よ
い
。
椅
子
は
昔
の
部
下
で
家
業
を
継
ぐ
た
め
、
と
入
社
三
年
目
に
退
社
し
た
ブ
レ
イ
キ

ン
の
名
手
Ｆ
君
の
会
社
の
製
品
だ
っ
た
。
（
文
中
敬
称
略
） 
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